
　北大路通りにまだ市電が走っていた昭和 49
年、この地に「盲人養護老人ホーム 船岡寮」
は産声を上げました。「私はこの寮に来て失明
者であることを忘れた。家にいる時は、朝起き
てから夜眠るまで（失明を）忘れることはなか
った。入寮してほんとうに開放感をしみじみ味
わっている」と『船岡寮報 創刊号』にあります。
これまではいろいろと辛かったけれど船岡寮に
来られてよかった。ずっとここにいたいという
お年寄りの望みとそれを叶えたいという職員の
願い。この望みと願いは「最後のよりどころ」
としての船岡寮の大切な原点であり、今までず
っと守り続けています。
　建物の構造上、ライトハウス本館との行き来
がたやすく、情報ステーションへ本を借りにお
一人でも行かれますし、最近では「喫茶きらき
ら」通いが利用者の散歩コースの定番となって
います。本館での行事などはできるだけ情報を
提供し、参加できるように心がけています。本
館と直結していることは社会とも繋がっている
という気がします。施設の中に引きこもること
なく、一人の社会人として生きていってもらう
ことの大切さを忘れてはなりません。
　施設内だけでなく地域の視覚障害者へもサー
ビスの輪を広げたいという思いから、平成 18
年 10 月には訪問介護を始めました。まだ利用
は数件にすぎませんが、これからは需要が増し、
サービス内容を充実させていかなければと考え
ています。
　35 年前から今も続く季節ごとの行事。あの
頃の写真を懐かしく見れば、お正月には女性達
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は髪を結った着物姿です。利用者の平均年齢は
創立当時 60 代後半でしたが、現在は 80 才を
越えました。諸制度の変革により、介護の現場
は不安定処遇を余儀なくされる短期労働者を多
数抱えるようになりました。35 年という歳月
を通して時代の変化、時の流れを感じます。
　「最後のよりどころ」でありたい。けれども
利用者の高齢化に伴って介護度が上がり、また
個々人のニーズが多様化し、夜勤者はナースコ
ールの嵐の中を走り回っているのが現状です。
しかし、お年寄りの喜ぶ顔がくじけそうな私た
ち職員を励ましてくれます。35 年の間、利用
者の切実な望みに応え続けてきた先輩職員の願
いの蓄積をさらに積み重ねていくことが、次の
船岡寮を育む私たち職員の課題であり、誇りで
もあります。　　　　　　　（寮長　伊藤 康子）
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船岡寮 35 周年をむかえて

何を買おうかな？

６月 21 日　35 周年記念

ミニバザーを開催しました。

品物を提供してくださった皆さま、

ありがとうございました。
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　この度、京都ライトハウス事務局長を退任い
たしました。平成 16 年４月の就任以来、利用
者の方々には公私にわたり格段のご厚情とご指
導を賜りましたことに、深く心からお礼申し上
げます。ライトハウス 48 年の歴史の中での５
年間という短い期間でしたが、大過なく任期を
終わらせていただきましたことは、この上ない
喜びであります。
　就任当時はライトハウス新館建設の直後で

「デイサービス・らくらく」「通所授産施設・Ｆ
Ｓトモニー」の２事業の開設と時を同じくし、
未経験の職でもあり、最初は重責を全

まっと

うできる
のか、不安と緊張の連続でした。その間、養護
老人ホームの制度改正や障害者自立支援法が施
行され、施設の新設（ヘルパーステーションふ
なおか、相談支援室）や事業移行（生活介護事
業、就労支援事業、児童デイサービス、機能訓
練・入所支援）等、法人として飛躍的に発展を
遂げつつあった時期でもありました。
　これらの対応につきまして、役員の方々の的
確なご指導とともに、多くの職員で構成したプ
ロジェクトチームによる会議・研修を度々重ね
るなど数々の課題に対し、職員の英知を集める
とともに、課題を共有することができ、全ての
施設が制度改正や新法に移行することができま
した。改めて、職員の皆さんの献身的な努力に
感謝申し上げます。今後はこの時の土壌が、職
員相互のコミュニケーションの場として業務隔
壁の無い、職員が自由闊達な雰囲気で行動でき
るようなより良い組織運営に寄与することを期
待いたします。
　ただこの間、変化に対応することに終始し、
未来を切り開くビジョン作りができなかったこ
とが課題として残りましたことを反省いたして
おります。
　また、御三人の理事長（山口・中谷・西氏）と、
理事長不在の間は理事長代理を務められた副理

事長（竹下氏）という優れた指導者の方々にめ
ぐり会うことができました。この出会いが事務
局長としてとるべき行動を的確にご指導いただ
き、育てていただいたことも幸運でした。感謝
するとともに今後の人生に生かしていきたいと
思っています。
　社会福祉の変革の中で、事業運営は措置の時
代のようなシンプルな価値観だけで対応できる
時代は過ぎ去ったことは確かですが、人に基軸
を置くことは変わりないと思います。
　利用者の方々の立場に立ち、皆さんに喜んで
いただく施設運営が原点です。幸いに、京都ラ
イトハウスの歴史の中で培ってまいりました多
くのボランティアの方々の献身的なご尽力によ
り、相手の立場に立ち、お互いを思いやる社会
が構築されています。今後も各施設の事業運営
にご支援いただきますことをお願いいたしま
す。
　末筆ながら、在職中多くの皆様方から賜りま
したご支援・ご協力に感謝申し上げますととも
に、京都ライトハウスの発展・充実と「ライトハ
ウス通信」読者の方々の益々のご健勝とご活躍
を心からお祈りし、退任のご挨拶といたします。
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退 任 の ご 挨 拶
鈴木 紘一
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就 任 の ご 挨 拶
事務局長　神

かみたに

谷 俊
としあき

昭

　鈴木 紘一前局長の後を受け、４月１日から

事務局長に就任しました神谷 俊昭です。

　福祉の第一線の仕事は初めての経験で、戸

惑いながら日々勉強という毎日ですが、熱心

に取り組む職員、献身的な支援をいただいて

いる後援会やボランティアの皆様、そして明

るく前向きな利用者の皆様と一緒に、有意義

な仕事に関わることができ、嬉しく思ってい

ます。

　社会福祉制度が大きく変動する中で、制度

改正に対応した事業展開を図ってきておりま

すが、より良い事業運営に向けた課題も多く、

利用者の皆様に喜んでもらえるサービスを安

定して提供できるよう取り組む必要がありま

す。

　また、老朽化の進んでいる船岡寮の建替え

が緊急の課題となっており、計画を推進する

と共に、資金確保が重要な課題です。

　諸課題に積極的に取り組むとともに、利用

者サービスの充実に努め、京都ライトハウス

が、親しまれ、愛される施設となるよう努力

しますので、皆様方のご支援ご鞭
べんたつ

撻をいただ

きますようお願い申し上げます。 

〒601-8335　京都市南区吉祥院砂ノ町16番地
TEL:075-693-0333 　FAX:075-202-8455
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１．決算概況
　本年度は、経理区分での大きな変動はなく、
社会福祉事業会計（８事業）と就労支援事業
会計の運営及び公益事業会計（２事業）を実
施いたしました。
　決算規模としては、総合計収入は 785,658
千円、支出は 757,419 千円で当期繰越金は
28,239 千円となりました。
　将来の資金需要に備えて「本部会計」「あ
いあい教室」「らくらく」について各々積立

をしました。累計積立預金額は整備資金積立
預金の 161,384 千円を含めて総額 265,732
千円となりました。なお「その他の積立預金」
については利用使途を明確にするために、現
在の課題である船岡寮整備実現などを目的と
した「整備資金積立預金」等への移行を実施
しました。
　本部会計からの繰入れについては、経営状
況の厳しい「ＦＳトモニー」に 200 万円を繰
入れました。

　2008 年度京都ライトハウス決算報告　

２．決算規模 2009 年 3 月 31 日
単位：千円

社　会　福　祉　事　業
本 部 ﾗｲﾄﾊｳｽ施設 あいあい 鳥居寮 船岡寮 ふなおか らくらく

 収  入 17,138 228,799 52,111 74,454 197,833 27,407 60,913
 支  出 16,748 238,695 52,538 65,002 187,194 26,197 52,747
 当期繰越金 390 ▲ 9,896 ▲ 427 9,452 10,639 1,210 8,166
 累計繰越金 53,026 58,348 11,039 30,088 12,572 7,612 22,432
 前年度決算額 79,889 225,411 48,493 64,107 201,022 36,995 51,261
 対前年比 ▲ 63,141 13,284 4,045 895 ▲ 13,828 ▲ 10,798 1,486
 伸び率 0.21 1.06 1.08 1.01 0.93 0.71 1.03

社会福祉事業 就労支援事業 公　益　事　業
総合計

相談支援室 小計 FS トモニー 用具 眼科 小計
 収  入 25,528 684,183 91,917 8,240 1,318 9,558 785,658
 支  出 20,973 660,094 89,539 6,529 1,257 7,786 757,419
 当期繰越金 4,555 24,089 2,378 1,711 61 1,772 28,239
 累計繰越金 5,330 200,447 10,493 8,073 1,107 9,180 220,120
 前年度決算額 21,397 728,575 85,486 6,966 837 7,803 821,864
 対前年比 ▲ 424 ▲ 68,481 4,053 ▲ 437 420 ▲ 17 ▲ 64,445
 伸び率 0.98 0.91 1.05 0.94 1.50 1.00 0.92
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障害者支援施設　鳥居寮です！

この４月に視覚障害者対象の自立訓練（機能訓練）、施設入所支援の事業に移行しました。
・・・・・

生
活
訓
練
部
時
代

措
置
費
時
代

時
代

障
害
者
自
立
支
援
法
時
代

支
援
費

1969 年　生活訓練部事業始まる
1975 年　京都市中途失明者歩行訓練事業始まる
1977 年　京都府中途失明者歩行訓練事業始まる

1981 年　ておとる会（手びきボランティアグループ）発足
1982 年　視覚障害者更生施設 鳥居寮 現わる

 
1986 年　「施設費用徴収金制度」始まる
1990 年　フェニックス会（訓練修了者の会）発足
1992 年　鳥居寮 10周年のつどい開催

2002 年　10月 船岡山分室で訓練始まる
2003 年　「支援費制度」施行
　　　　  4 月 宿直専門員 2人体制始まる

2004 年　新京都ライトハウス改築オープン

  ＞加川 和明　  ＞岡本 昌司　  ＞鈴木 文夫
※私たち宿直・日直で訓練生を支援します。
2006 年「障害者自立支援法」施行
　　　　応益負担制度、定率負担と食費等徴収。

2009 年　障害者自立支援法新体系事業へ移行
 　　　　 自立訓練（機能訓練）、施設入所支援

「鳥居寮のおねえさんです。」
　普段、とても明るく賑やかです。写真だと伝
わらなくて残念です。
［写真左：左から］和多田 芳美（調理員）
　　　　　　　　  山本 由美（栄養士）
　　　　　　　　 村田 加代子（調理員）
［写真右］小笠原 晴美（調理員）
　　　　 ※　旅先から写メールでした。

　みなさん、歩行・パソコン・点字訓練等の申
し込みをお待ちしています。

＞野﨑 正和（主任）
訪問訓練時代から京都府
内の視覚障害の世界を知
る重鎮。

＞松﨑 雅子
日本の視覚障害リハビリ
テーションの歴史を語るこ
とができる証人。

＞清水 和美
（サービス管理責任者）
支援計画立案、モニタリン
グで奔走。

＞橋本 匡子
コミュニケーション訓練担
当。おしとやかそうでカナ
ダ短期留学経験有り。

＞久保 弘司
コミュニケーション訓練担
当。広島弁で情熱的。

きょうこ

こうじ

ゆうこ

＞新居 平康（主任）
視覚障害者スポーツにも尽
力。ゴールボール普及を通
じて福祉活動。

に  い よしのり

＞神屋 郁子
南に訓練といえば飛んでい
き、北に相談会といえば出
かけていく。

＞京極 裕子
教養講座、家族講座企画な
どの知識が豊富な才女。

＞宮江 真矢
勉強熱心。最近パパになり
ました。

しんや

所長　牧 和義

・・・・・
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　☆情報ステーション☆
　情報ミニバザーに 170 人
　５月の最終土曜日の 30 日、情報部門恒例
のミニバザーを開催いたしました。午前は視
覚障害利用者のみなさま、午後は一般のみな
さまと全部で 170 人くらいの方々にご参加
いただき、にぎわいのひとときとなりました。
特に今回は「ストレッチ・いきいき筋トレ」
の体操教室も開催し、用意したマットが足り
なくなるくらいで、多くのみなさんに心地よ
い汗をかいていただきました。
　情報のバザーは、点訳や音訳をされるとき
に読み方を調べる辞書類や参考書類が十分に
はなく、何十巻もするものは高くて買えない
のを見かねたボランティアのみなさんが中心
になってバザーを開いてくださり、その収益
金によって辞書類や参考書類が揃ってきたの
でした。今回も、品物の整理から値付け、会
場準備、当日の対応まで、多くのボランティ
アのみなさんにしていただきました。そして、
品物のご提供をいただいた多くの方々、さら
に、ご参加いただいた多くの方々に支えられ
て無事終えることができました。今回も 20
万円近くの収益となり、調べものの参考書な
どをさらに充実させることができそうです。
みなさま、本当にありがとうございました。

（加藤 俊和）

　☆あいあい教室☆
　「お父さん企画（野外活動体験）」大成功！
　あいあい教室、久々にお父さん企画の取り組
みが行われました。普段はお母さんと一緒の通
園が多い、あいあい。お休みの日の行事には、
できるだけ家族参加を呼びかけてきました。で
もやっぱり、子育ては母親中心になりがち。
　「父親ならではできる企画をしよう！」一人
のお父さんの提案から始まりました。昨年秋の

「父親懇談会」の場で多くのお父さんの共感を
受け、打ち合わせや準備が始まりました。みん
な仕事を終えての夜に集まり、企画の相談。前
日は約 10 人のお父さんが、あいあいに集まっ
てバーベキューの下ごしらえなどの準備。
　そして迎えた当日は、暑いくらいのいいお天
気。京都市内の「日野野外活動センター」に、
90 人以上が集まりました。まずは、子ども達
と一緒に野菜を触ったり、切ったりの調理体
験。今回のメニューは、カレーライスとバーベ
キュー。そしてデザートと盛りだくさん。なん
とお肉は、食品関係勤務のお父さんが調達して
くださった‘国産和牛’。すべてお父さん達だ
けで調理してくださり、みんなお腹いっぱい。
午後はグラウンドでボウリングやスーパーボー
ルすくい・テニス・川遊びと、思いっきり遊び
ました。
　お父さん達のパワーとチームワークを実感し
た１日でした。皆さん、本当にお疲れ様でした！

（古川 千鶴）

（６）2009 年 7 月 21 日 京都ライトハウス通信  No.118

ライトハウス
だより

部　署　通　信
⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽

⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽

⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿△▽⊿

みんなで楽しくバーベキュー。今日はお父さん達の手作りです！
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■「点字との出会いを支援する
サポーター研修会」開催！

～明
あ す

日にきらめけ！点字講習会～
日　時：2009 年８月 22 日（土）
　　　　11 時～ 16 時 30 分
会　場：京都ライトハウス 地下研修室１・２
対象者：中途視覚障害者の点字講習に関わっ

ておられる方など
参加費：300 円（資料代、当日徴収）
お申込み：８月３日（月）までに、京都ラ

イトハウス 情報ステーション
「8.22 研修会」係（担当：野々村・
田中・加藤）

TEL 075-462-4579　FAX 075-462-4434
E-MAIL joho@kyoto-lighthouse.or.jp
※詳しくは上記までお問い合わせください。

■「第 43 回白杖安全デー」
日　時：2009 年 10 月４日（日）　午前
会　場：未定
★なお詳細については京都ライトハウスの
ホームページ

（http://www.kyoto-lighthouse.or.jp/）
をご覧下さい。

■「京都ライトハウスまつり 2009」
日　時：2009 年 10 月 25 日（日）
　　　   10 時～ 16 時
会　場：京都ライトハウス
　今年も「京都ライトハウスまつり」を開催
します。今年は「レッツ ゴー　千北 灯

ライトハウス

台 」
をテーマとし、ステージ発表、模擬店や抽選
会などを催します。施設利用者・家族・ボラ
ンティア、職員と地域の交流の場にしていた
だきたいと考えています。たくさんの方のご
来場をお待ちしております。

■夏期休館のお知らせ
　京都ライトハウスの夏期休館は、次の通り
となっています。休館中は宿直および日直も
不在となりますのでご注意ください。
　大変ご迷惑をお掛けいたしますが、よろし
くお願いいたします。
本館

（窓口・貸会場）

８月 14 日（金）18 時～　

　　 16 日（日）   9 時

情報ステーション ８月 13 日（木）～ 16 日（日）

眼科相談・

ロービジョン相談
８月 12 日（水）

喫茶きらきら ８月  ７日（金）～ 16 日（日）

パソコン相談 ８月  ８日（土）～ 16 日（日）

■ライトハウス法人役員人事
　当法人役員の任期が 2009 年５月 29 日を
もって満了となることに伴い、５月 28 日に
開催された評議員会において、下記の方々が
新しい理事及び監事に選任されました。また、
評議員会に引き続いて開催された理事会にお
いて、下記の方々に評議員を委嘱することを
議決し、全評議員の就任承諾を得ました。
　理事長には西 晴行理事、副理事長には竹下 
義樹理事を引き続き選任いたしましたのでご
報告申し上げます。
　なお、新役員の任期は 2009 年５月 30 日
から 2011 年５月 29 日までです。

理　事（理事は評議員を兼務）
内野 正光、加藤 博

ひ ろ し

史、久
く ぼ ぞ え

保添 知
ち こ う

宏、櫻
さくらば

庭 
修

おさむ

、竹下 義樹、田尻 彰、西 晴行、原山 憲治、
神
かみたに

谷 俊昭
監　事
中橋 彌

ひさみつ

光、清水 久雄
評議員
青山 芳文、浅山 邦夫、一谷 孝、糸数 三男、
伊東 宏、大須賀 秀雄、大橋 東

と よ ひ こ

洋彦、梶 寿美
子、公文 茂

しげひと

人、白
しらはた

畠 庸
いさお

、鈴木 紘一、中澤 眞
ま

佐
さ

、森 貞
て い こ

子、安
やすむら

邨 洋一
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■フジの実会一同様
　３月９日、多額のご寄付を頂戴しました。

■中澤 眞佐様
　３月９日、多額のご寄付を頂戴しました。

また、「萩原 正吟師 三十三回忌進善演奏会」

にご招待いただきありがとうございました。

■南條 康子様
　３月 10 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■（株）ワコールホールディングス様
　３月 16 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■（株）アイベル様
　３月 16 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■（財）京都仏眼協会様
　３月 25 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■田中 次郎様
　３月 26 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■洛星中 ･ 高オーケストラ部様
　３月 31 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■アイフル（株）様
　３月 31 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■ワコール女子陸上競技部様
　４月７日、多額のご寄付を頂戴しました。

■西明 素子様
　４月 17 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■湯浅 鈴子様
　５月７日、多額のご寄付を頂戴しました。

■大内眼科様
　５月 18 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■若桐の会様
　５月 19 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■安倍 隆二様
　５月 22 日、多額のご寄付を頂戴しました。

■（株）わかさ生活様
　毎月定期的に多額のご寄付を賜り、ありが

とうございます。

　皆様からのご厚志はライトハウスの事業運

営資金として活用させていただきます。あり

がとうございました。

■財団法人ＪＫＡ様
　「生活介護事業所 らくらく」の福祉車両整

備補助事業に平成 20 年度競輪補助金として

多額のご助成を賜りありがとうございました。

　次の通り、数々のご芳志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。ありがとうございま
した。

（50 音順・敬称略 )
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お　れ　い

ご寄付ご寄贈ありがとうございます！

2009 年３月１日～ 2009 年５月 31日
寄付金　75件　　6,355,287 円
物品寄付・ご奉仕　　 136 件

ご利用の方を今日も快適に移送します
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三浦豊子、三浦勝、宮川慶子、三好和夫、目黒正子、
本草野政雄、森初子、薮佳子、山口茂、山下祐嘉里、
山田恭子、山本紗英子、山本早苗、山本順子、湯浅
昭次、横山邦子、横山貴子、吉田善次、吉武正子、
ライトフローラ、朗読グループあいあい、和田三重
子、渡部隆三、匿名３件

　次の通り、後援会費と運営資金寄付金を納入いた
だきました。会員の皆様のお名前を掲げ、厚くお礼
申し上げます。ありがとうございました。

（50 音順・敬称略）

相浦綾子、愛きもの、青井勝豊、青木郁子、青木澄
子、青竹邦男、青山聡尚、青山清子、青山弘、赤井
達郎、赤澤宏子、明石進、秋元幸茂、審策太郎、朝
尾直弘、浅田長男、浅野美和子、足羽信子、安達明彦、
足立かさね、足立道五郎、厚見清生、天鷲良雄、綾
村捷子、新井温雄、荒垣晨二、荒木あき子、荒木武
資、有馬頼底、井節男、家村喜和、生島嘉一郎、生
島芙美江、池上和子、池田和代、池西憲治、池西照子、
池西正治、伊佐迪子、小井実、井澤英夫、井澤慶子、
石井和子、石井俊之、石井昌子、石川直子、石黒メ
ディカルシステム（株）石黒忠夫、石田和男、石田
千鶴子、石田淑子、石田英世、石田道太郎、石田祐三、
石田幸子、伊地知康二、石橋健、石原郁夫、石原寛
司、井尻和子、泉谷聖子、泉谷信子、磯辺美幸、板
並令子、市川正治、市木益次郎、市田ひろみ、一谷哲、
一谷孝、一谷彊、一谷醇、一ノ瀬ともえ、市原美枝子、
糸井歯科医院糸井昭一、伊藤あゆ子、伊藤純男、伊
藤春之、伊東真喜子、稲垣拓朗、稲田秀治、稲村憲
男、稲本康彦、井上明美、井上医院井上佳子、井上要、
井上静子、井上勢津子、井上髙行、井上月就、井上
とし子、井上富子、井上ナツ子、井上正己、井上正子、
井上雅代、井上満郎、井原圭子、今井喜美子、今井
坤、今井卓雄、今村妙、今村幸子、井村豊彦、入江
尚子、入江礼子、岩佐千寿子、岩崎四郎、岩本一夫、

　【寄付金】

池上忠男、今井喜美子、梶寿美子、加藤博史、上村
健次、京都から竹民謡会、京都市社会福祉協議会、
京都市立嘉楽中学校、京都府社会福祉協議会、京視
協上京支部、京都保育福祉専門学院、久保佳子、公
文茂人、佐野眼科診療所、社会保険京都病院、杉村
美代子、田阪武雄、谷口清美、つかもと眼科、天台
宗京都地区布教師会、中田知代子、中野眼科向島診
療所、中橋彌光、花岡美容室、ハムスターズ、ひま
わり、福田幾子、ミヤ眼科医院、森上和、柳澤英二
郎、洛陽保育園、匿名 11 件

　【物品寄付 ･ ご奉仕】

青山弘、芦田恵、あすなろ会、荒川まさ子、五十嵐
雅子、生島芙美江、伊佐迪子、五十川静江、五十川
富士子、磯部治、一谷孝、伊藤治子、井上高行、井
上千恵子、岩瀬正美、岩本晃和、上田澄江、浮守篤
子、内田主男、内田務、宇野史子、大谷八重子、大
西至、大野千恵子、大原一晃、岡本久栄、小川優子、
奥村久子、奥山晴生、乙訓点訳サークル、梶原清一、
片山淳子、加藤紀江、鎌田ミチ子、川合昇、河内玲
子、川坂真也、川戸正司、木崎智巳、北垣せつ子、
木谷慎吾、北村貞人、木下幸子、木村芳子、京都産
業大学新社会ボランティアサークル、京都 PANA-
ALC、久成院、倉橋義謙、桑原あずさ、上阪禎子、サー
クルにじ、さえずり会、酒井秀夫、佐川せつ子、佐々
江温子、塩見章子、柴田慶子、白坂澄夫、杉本倫子、
鈴木さほ、住澤勲、髙橋美知子、高山良枝、竹内治代、
竹内廣子、田中耕一、田中みゆき、田中洋子、田辺
誠子、谷川正雄、谷口敏、辻謙一、辻田里津子、土
田麗子、堤育子、点友会、東海和子、戸﨑寿子、鳥
飼幸子、中江利彦、中島田鶴、中渡瀬英子、西垣瑩
子、西村ゆり、野間赳夫、長谷川末野、畑勇子、服
部テル子、服部令子、濱弥生、（財）早川記念文学
振興財団、林晃次、早水久一、馬場康子、樋口むつ
み、広瀬かをる、深尾幸枝、吹野喜久子、福中正美、
福見久代、藤井 綾子、藤田慧子、藤村由喜子、藤
山和子、古川雅弥、堀居三枝子、前田ふじ子、前中
知栄、万木ふみ、松谷一恵、松本すみ子、美内輝子、
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2009 年３月１日～ 2009 年５月 31日 
後援会費　　1,004 件　2,008,000 円
運営資金寄付金　470 件　2,083,095 円
　　

京都ライトハウス後援会より
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岩本信子、植木光教、上田明美、上田恵一、上田敬治、
上田忠男、上田文子、上田良子、上原祥子、牛若孝治、
臼井信子、宇髙千代子、宇高真理子、内田順子、内
田務、内田昌一、内田与一、内田整形外科内田寛治、
内山貴之、烏頭尾精、梅田勝、梅谷雅子、梅原悦子、
梅原恵美子、梅山弥生、浦上清、裏谷時子、浦野晴
夫、榎並とみ、榎本剛、恵美三紀子、江良昭雄、園
城寺住職福家俊明、遠藤維久子、大岩隆・史恵、大
河歯科医院、大口泰子、大久保万里子、大久保雄二
郎、大澤忠嗣、大澤みさき、大島和子、大城百合子、
大杉康子、大田正樹、太田吉美、大谷光真、大谷八
重子、大津日出子、大槻清子、大藤恭代、大西明絵、
大西越巳、大西和子、大西道子、（有）オーネスト・
オフィスサービス、大野晃彦、大野孝子、大羽喜雄、
大橋東洋彦、大橋伃仕栄、大原社労士事務所大原耕
也、大平修爾、大淵芙輝子、大前正治、大町寿美子、
大町賢、大村悦子、大目忠二・昌子、大森亮二、岡
崎学、岡島怜子、岡田君代、岡田幸子、岡田多栄子、
岡田敏男、岡田医院岡田安弘、岡谷房江、岡野伊三郎、
岡村美佐子、岡村道子、岡村電話（株）、岡本綾子、
岡本稲丸、岡本喜代子、岡本孝子、岡本タミ子、岡
本一、岡本慶子、小川正義、小川祐一、沖田恵美子、
荻野行正、奥田隆子、奥田千佳子、奥野正子、奥村勉、
奥村久子、奥村正治、オクムラユニフォーム奥村忠
夫、小栗定子、小笹次夫、小笹稔、長村貞子、長村
美代子、小谷博久、乙訓点訳サークル、小野桂市、
面谷祐三子、尾本歌子、海保睦子、柿ノ内靖、垣見
香寿子、影山五郎、籠谷信男、笠井貴美子、香西恵
子、梶寿美子、梶宏、香島明雄、梶山実・立子、（株）
カジヤマプロテーゼ、梶原健午、片岡和子、片岡聡、

片岡須麻子、片岡巴、片岡典正、片岡美宝、片岡泰子、
片山昌子、勝目紘、桂数毘詁、門哲雄、加藤恵美子、
加藤克巳、加藤眼科医院加藤継夫、加藤弘子、加藤
博史、加藤みなみ、加藤嘉計、金沢蓮子、金森順子、
兼田茂和、金田典子、兼元吉男、鹿野幸子、狩野義子、
蒲田良子、鎌田啓子、鎌田幸二、上口啓子、上参郷
禮子、亀井邦彦、蒲原孝、賀茂病院、加舎房子、香
山良樹、唐橋ミヤ子、刈米育子、川井清人、川合正子、
川勝秀一、川勝敏子、川﨑敦子、川嶋憲治、河瀬修一、
河田巴、川田真二、河田昌裕、河内良弘、川野邦造、
川辺あき子、川邉美佐子、川又良也、川村正一、河
原林﨑子、神崎秀陽、寒出淳香、木久茂、菊地貴美
枝、菊地寛子、木崎勝夫、岸陽子、岸本正子、岸本
三代子、岸本芳明、岸本良一、北川喜美子、北川泰
三、北川隆子、北川眼科医院、北村和子、喜多村敬三、
北村武司、北村初子、北村泰子、北村裕喜子、北村
良子、北山ただお、木下收、木下幸子、木原ふみ子、
貴寶院邦彦・英代、木村和子、木村道子、木村優里、
京都山端郵便局、京都紙商事（株）、京都トヨタ自
動車レクサス北大路、京都府保険医協会、清益英雄、
清本隆行、桐山順次、桐山まき子、近畿報知機（株）、
九鬼國一、久坂夏子、串田壽明、朽木久子、國枝克
一郎、久野靖子、久保早苗、久保澄子、窪田洋子、
熊野邦美、久山眼科医院久山元、倉田京一、倉田時
子、倉林明子、栗田やよい、栗原千尋、グループホー
ム寛寿庵、黒河待子、黒田五十一、黒田紀美子、黒
中加代子、桑原あずさ、桑原美保子、小泉京子、（株）
公益社、合原秀子、神山貞子、古賀豊、小嶋健作、
小島平造、小嶋芳次、小島律子、小髙久仁子、児玉
五十美、児玉佳代子、小寺尉就、後藤茂子、小西憲
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公益社 北 ブライトホール（ 堀 川 紫 明 ）京 都 市 北 区 紫 明 通 堀 川 東 入  ☎（075）414-0420 
公益社中央ブライトホール（五条大和大路）京 都 市 東 山 区 五 条 通 大 和 大 路  ☎（075）551-5555 
公益社 南 ブライトホール（ 堀 川 八 条 ）京 都 市 南 区 堀 川 通 八 条 下 ル 西 側  ☎（075）662-0042 
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公益社滋賀ブライトホール（　大　　津　）大 津 市 朝 日 が 丘 １ 丁 目  ☎（077）523-0042 
 

本　社／京都市中京区烏丸通三条下ル　☎075（221）4000 
　　　　　フリーダイヤル　　0120ｰ00ｰ4200 

永年の信用・まごころのご奉仕 

◆　葬　儀　式　場　◆ 



らい
とく
ん

夫、（株）淡交センター、崔春夫、張文玉、塚本達
也、築柴恵美子、柘清、辻麻里、辻内信子、辻田医
院辻田純二、辻田里津子、辻村元、津田喜子、土田
正、土山緋沙子、堤江美子、堤清、つとう医院伝俊秋、
常見静枝、恒村麗子、津村隆、露木佳子、出口京太郎、
出口直子、（財）鉄道弘済会西日本管理部、寺尾直
道、寺倉勉、（有）寺倉商事、寺田昭和、寺田香代子、
寺田恵子、寺田陽子、寺村美春、点訳グループ宇治
川、筒井弘一、道家惇三、東和薬品京都販売（株）、
栂野たね子、戸川啓、徳賀民子、徳田正子、徳久道、
戸田寛、冨岡美知子、冨田仁義雄、富田隆介、冨田
良一、富村税理士事務所富村将之、友田淳子、鳥飼
幸子、鳥越吉郎、内貴栄美子、永井幸子、中居敏江、
永井春彦、永井美知子、長柄明美、中江和子、中江
美智子、長尾隆介、中尾和多留、中奥ウタ、中川都永、
中川真一、中川進、中澤眞佐、中島亀之助、中嶋進、
永島大資、中島武司、中島田鶴、中嶋直子、中島正
之、中島三枝子、中島美津江、長島盲人会、仲瀬京子、
中田英子、中田景子、中田徹夫、中谷保子、中西菊
之助、中西正人、中西頼子、中根しづ子、永野孝世、
中野正子、中橋伯江、中原正子、中町松枝、中村喜
代子、中村貞子、中村繁、中村純治、中村延子、中
村春實、中村安男、ナクシス（株）、泥順彦、成田稔、
南條康子、西祥太郎、西京子、西利子、西井千恵子、
西井靖雄、西岡信子、西垣瑩子、西口都志子、西口
のぞみ、西小路一葉、西野佐知子、西野とみよ、西
畑貴好、西原重一、西村加代子、西村圭子、西村貞子、
西村隆宏、西村照代、西村久子、西村美奈子、西村
八重子、西村義夫、西村美子、西本ひさ子、西山和
英、西山義行、西依美津子、二之湯智、日本漢点字
協会、丹羽徳子、額賀心一、沼田雄至、根岸寿、野
口春美、能澤義和、野尻誠、能田修、野藤銃公、野
畑ヤスヱ、野原康、野村加代子、野村玲子、野山寿
美子、拝師武躬、長谷川彰、長谷川和美、長谷川き
よ子（下京区）、長谷川喜代子（右京区）、長谷川紅
子、長谷川春夫、長谷川正國、長谷川美代子、畑正夫、
畠中理恵、初田高明、初田法子、服部畝美、服部俊
子、花田和枝、花田孝次、花の会、馬場満男、浜井
綾子、濱口さとみ、濱崎孝正、濱田和子、羽室洋子、
早川睦、早坂ヒズ子、林晃次、林トモ子、林美智子、
林田三郎、早水久一、原正、原田勇、原田尚子、春

子、木の芽京都句会、小林志津子、小林妙子、（株）
小林鉄工所、小林満男、小林光子、小林良平、小藪
忠志、小山菊弘・靖子、小山武彦、近藤文子、斉田
律子、齊藤清子、齋藤富佐代、左海祥二郎、坂井信義、
酒井久江、酒井富美子、酒井診療所酒井晃、酒徳元子、
坂根医院、嵯峨野病院、坂林澄子、阪本孝子、坂本
正雄、坂本美江子、作野叡子、佐久間正雄、櫻田朋子、
酒元人四、迫田周一、佐々江温子、佐々木勝也、佐々
木澄子、佐々木博康、佐々木幸、佐々木陽子、笹田
和子、佐々本研二、佐竹邦夫、作花済夫、佐藤清子、
佐東賢一、佐藤順子、佐藤令子、佐野シゲ子、佐野
瞳、佐野眼科診療所佐野貴之、山藤芳野、塩田善昭、
塩谷歯科医院塩谷求身、塩見章子、四方修、四方幸
枝、（株）実業エージェンシー、篠田泰明、篠原百子、
芝恵一郎、柴田久子、柴田弘次、紫摩勝、島田喜代
子、嶋田志保子、清水國弘、清水尚夫、清水日出夫、
清水福子、清水ふみ、城陽点字サークル「たんぽぽ」、
白井良彦、白石美寿寿、白坂澄夫、新野富貴子、末
川千穂子、菅井孝雄、菅原努、杉田千衣子、杉本敬
子、杉本冨紗子、鈴木清視、鈴木孝一、鈴木さほ、
鈴木純子、鈴木つや子、鈴木初枝、鈴木治比古、鈴
木富美、須田嘉代、聖ヨゼフ医療福祉センター廣田
陽代、関山有紀、瀬戸口冨美、瀬戸山元一、添田晴雄、
曽我暉子、薗田香融、薗部光子、染田泰子、髙井隆
成、髙木神経科医院、高鍬清美、髙島章江、高島文
一、髙瀬史、髙田晃、髙田みよ子、髙田有基、たか
つかさ保育園、高野光武、髙橋功、髙橋初枝、高畑
恵子、高畠實、髙林実子、髙谷初子、高山康男、滝
井尚三、瀧本百合子、宅間英郎、武居桂、竹井美津子、
竹内徳治、竹内花子、竹内美紀、竹岡俊昌、竹岡保
枝、竹上医院竹上貞之、竹下義樹、竹田純太郎、竹
田俊男、武田マスヱ、竹田義行・恵美子、竹中ますみ、
竹貫純子、竹野美智子、竹村成子、竹村良三、田坂
譲、夛田敦子、多田悟司、立川保雄、巽友正、田中
愛子、田中嘉代、田中耕一、田中佐恵子、田中セツ
子、田中武、田中千代子、田中秀夫、田中文夫、田
中道夫、田中美千子、田中泰子、田中洋子、田中義人、
田中玲子、（株）田中長奈良漬店、田辺誠子、谷重治、
谷道之、谷川正雄、谷川美恵子、谷口幾夫、谷口智
慧、谷田亦治、谷村栄子、田畑清、田畑悟、田端節子、
田原和志、玉井春子、玉井義朗、田村裕二、溜池良
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森田君代、森田久男、森田冨佐子、森田康之、森永
正行、森本登美栄、守屋森次、森吉美禰子、八木喜
美子、八木光代、夜久廣、安井ひでこ、安田ひろ子、
安田勝、安田守男、柳澤英二郎、柳田国雄、柳谷良一、
藪内清治、山口貞子、山口清三、山口晴生、山﨑香
世、山﨑圭ノ亮、山﨑佐登子、山崎テル子、山崎陽子、
山下恵利子、山下勝子、山下晋三、山城紙業（株）、
ＹＡＭＡＤＡ、山田明、山田恭子、山田淳子、山田
順三、山田新作、山田澄子、山田伸彦、山田亮三、
山戸節子、山中春男、山中祐一、山中良三、山梨浩
志、山野勝美、山ノ内和美、山本弘太郎、山本さや
か、山本珠子、山本敏雄、山本俊夫、山本敏子、山
本紀弘、山本秀夫、山本浩貴、山本文美、山本富美子、
山本正子、山本政次、山本典子、山本義夫、山盛良子、
雪野英春、弓削堅志、弓削経夫、弓削由佳、弓削眼
科診療所、湯田福子、弓矢雅人、弓谷美智子、横山
和子（綾部市）、横山和子（左京区）、横山幸男、吉
岡隆則、吉岡尚子、吉岡正子、（株）吉川印刷工業所、
吉川喜夫、吉川良太郎、吉崎久、吉田三郎、吉田順
太郎、吉田華子、吉田温子、吉田久枝、吉田米男、
吉村タヅエ、吉村學、吉村美佐子、葭矢みどり、米
澤晶子、米田孝、洛星中・高等学校オーケストラ部、
竜瀬弘、朗読サークル風、わいわいネット、若杉陽美、
若林淳一、和久田哲司、和田恭子、和田美代子、和
田讓、渡辺昭雄、渡辺榮子、渡辺多鶴子、渡辺ツヤ
子、渡邉時壽、渡辺尚子、渡邉文子、渡部隆三、渡
部理博、渡部ミネ子、渡部幸恵、匿名７件

　京都ライトハウス通信の読者のみなさん、京都市
内の町並みで、最近一番変わったところはどこだと
思いますか。私はＪＲ二条駅の西側だと思います。
遅いと思われるでしょうが、先日ふと、回り道した
ことで発見し、“ビックリ”でした。普段からの情
報がとても大事だと改めて気づかされました。京都
ライトハウスにもみなさんの知りたい“ビックリ”
があるかもしれません。こんなあんなの“ビックリ”
を記事にしてしまいましょうか。

（鳥居寮　牧 和義）

田満夫、春田泰文、半田こづえ、馬場杉英、馬場俊明、
樋口ツヤ子、樋口むつみ、久木利昭、久常進治、菱
田多賀志、飛鷹節、人見米一、兵庫一嘉、平井斉己、
平井博、平井誠、平岡満佐子、平島澄江、平野昭子、
平間仁、平松治子、平松診療所平松和恵、平元マサ
ヱ、平山幸二、平山昭一、廣岡清文、広兼和正、弘
世晃崇、広瀬滋子、広瀬信一、弘田トモ子、福井久男、
福井美知子、福尾眞佐子、福嶋愼一、福田幾子、福
田喜久子、福田孝子、福田恒男、福田直彦、福田満
子、福田光代、福本祐代、福山功子、藤井満、藤島
賴子、（株）フジタ、藤田栄一、藤田和子、藤田和代、
藤田千壽、藤田ひろ子、藤田真奈武、藤田洋一、蔓
弘、藤永小夜子、藤村由喜子、藤本邦雄、藤森克彦、
藤原一宏、藤原マサコ、藤原八重子、藤原内科藤原
正隆、（財）不審菴、二村宏江、佛円清、舟越義男、
冨部勝子、古澤晶子、古玉宏、古渡正記、古橋エツ子、
文堂直治、星川節子、細川富美子、堀田陽子、堀尾
光子、堀田明弘、本庄英雄、本田喜久江、本田作江、
本多倫子、本間トキエ、前川由美子、前島はるお、
前田雅美、前中知栄、万木ふみ、牧野伸三、間島弘
基、増田寿美子、増田チヨ子、増田富夫、町田和行、
町田勝之輔、松井邦芳、松井實、松石武治、松尾文
子、松尾裕、松岡辰三、松谷一恵、松永信也、松波
善明・由美子、松野保一、松野洋子、松原為和・恵
子、松原義人、松村美子、松本十六子、松本すみ子

（西京区）、松本すみ子（赤穂郡）、松本哲子、松本
祥男、松本芳子、真鍋清子、真鍋真由美、（株）丸漬、
丸山シズ子、丸山典子、萬造寺幸子、三浦豊子、三
浦勝、三木一弘、三木マスコ、三木佳次、三嶋隆英、
水口武夫、水谷公治、水野朝見、水野孝道、水野雅文、
水野歯科医院水野雅則、溝川正、溝口郁代、南初美、
箕田一子、蓑毛慶一・妙子、宮川絢子、宮川美知子、
宮木益子、宮木マスミ、宮城由紀子、宮崎惠美子、
宮崎政彦、宮澤一恵、宮原裕子、宮本政和・美千代、
村井茂子、村井倭文子、村井昭治、村井眞砂子、村
尾幸子、村岡穆、村上笑子、村上理、村上孔子、村
上庄平、村上利子、村上直子、村上三枝子、村上元
治、村上幸子、村田和子、邨田志津子、村田敏行、

（株）メモクラフト、茂木愛子、茂木幹央、本草野
政雄、本野妙子、森泉樓・恵子、森和彦、森紀代子、
森真智子、森水恵、森美代子、森よし子、森下令子、
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